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令和６年８月７日  市長定例記者会見 

 

 

 

 

 

１ 概要 

本市では令和２年３月に策定した第五次総合計画において、９つの地域の特性に着目した各地域の

将来ビジョンとして地域別計画を定めた。令和３年４月には、新たに設置した地域振興部を中心とし

て、市民の皆さんや各種団体の方々とともに、活発な議論を重ねながら、地域資源を生かしたまちづ

くりに取り組んでいるところである。 

こうした中、高屋町においては、「広域交通や様々な教育機関が整う豊かな田園と良好な居住環境

を備えたまち」を将来像に掲げ、高屋出張所が中心となり住民自治協議会をはじめ地域の住民や企業

が繋がり、JR西高屋駅前通りの活性化を考え始めている。近畿大学 Town & Gown プロジェクトに参加

しながら、学生が多い地域特徴を生かした「学生と地域がつながる拠点づくり」に取り組まれている

ことから、その事例を紹介する。 

 

２ 高屋町における取組内容  

（１）空き家を活用した地域と学生の交流拠点づくり（近畿大学 Town＆Gown COMMONプロジェクト） 

  JR 西高屋駅前通りの空き家の増加や老朽化が進行する中、新たな価値を創出する活動の場への転換

を図るため、市民や学生、企業が共同で空き家活用に着手した。マエダハウジングや近畿大学工学部

建築学科の学生、地域の住民が連携し、空き家をコミュニティスペース・カフェとシェアハウスにリ

ノベーションし、若者と地域をつなぐ交流拠点づくりに取り組んでいる。３月完成予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域振興部 高屋出張所 

電話：082-434-1111 

学校と地域がつながる JR西高屋駅周辺のまちづくり 
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（２）民間主体のまちづくり組織の立ち上げ 

  JR 西高屋駅周辺では、クリエイターが育ち集まり活躍でき

るまちづくりを理想に掲げ、地域住民、eスポーツ経営者やア

ニメーション監督など地元事業者、学生などが一体となり、

駅周辺の古民家を活用した想像を生み生かす人材を育てる場

の創出に向けて話し合いを進めてきた。 

令和６年６月には、地域の更なる機運醸成や合意形成を図

るため、まちづくり組織として合同会社Ｇ１１（※）を設立。

学生とともに空き家を活用したイベントを開催し、まちづく

り活動を広めていくこととしている。 

本市においては、関係機関との調整や起業・運営支援など、     

地域への雇用が生まれ人的交流がより活発化することで、地

域内経済循環が起こることを期待する。各地域の支所職員や

地域担当職員が中心となり積極的に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 直近で開催されるイベント 

高屋町を本拠地とするｅスポーツプロチーム 広島 TEAM iXA（イクサ）のプロリーグ参戦の様子を、学

生運営によるお祭り要素を取り入れながら応援するイベントを初開催する。 

 

日時 令和６年８月 20日（火）19時 00分～ 

場所 JR西高屋駅前の空き家２軒及び高屋西地域センター 

内容 高屋町を拠点にしたチーム iXAが参戦するプロリーグの 

初戦に合わせ、チームの地元でパブリックビューイングを 

行う。COMMONプロジェクトの対象としている空き家を２軒 

を活用し、それぞれ異なる雰囲気でつくった会場で観戦を 

楽しむ。あわせて、大学生や高校生の企画による縁日を行う。 

主催 西高屋駅前イベント実行委員会 

申込 不要 

入場 無料 

※合同会社Ｇ１１ 

 

自治協役員 

自治会役員 

建設会社社長 

不動産会社社長 

ｅスポーツチーム経営会社社長 

アニメーション制作会社取締役 

駅前住民 

 

から形成されるまちづくり組織 



雨天決行・荒天中止






